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 果樹専攻は、「おいしい果物」につられた（？）28 人（２年生 13 人、１年生 15 人）の学生が、
県内外から集まっています。 

 農大の最南端、黄色い鉄門とうっそうとした防風林の奥に４つの温室と７枚のほ場をもつ
2.5ha の果樹園があります。ブドウ、ナシ、モモ、カキ、ミカン、イチジク、ブルーベリー、アン
ズ、ウメなど品目ごとに６つの班に分かれて栽培、収穫・出荷、販売実習を行っています。 

 収穫物は、市場流通や毎週水曜日の直売、西三河総合庁舎などでの販売の他、地元の和菓子屋
さんと連携してフルーツ大福用の果実の提供も行っています。また、６月から学校近くのカフェ
と協力して本校の果実を使用したメニューの開発も行っています。 

果樹のオフシーズンである冬場は、収穫しておいた果実を使ったジャム作りにも取り組んでお
り、農大祭などで販売しており大変好評です。 

果 樹 専 攻 

（栽培品種） 

 宮川早生 

（栽培品種）  

愛甘水、幸水、豊水、 

あきづき、歓月など 

（栽培品種）  

巨峰、シャインマスカット、 

シナノスマイルなど 

ブドウ 

落果防止のため
のネット掛け 

加温ハウス、無加温ハウス、露地の
3 つの作型で栽培しています。 
シャインマスカットの面積拡大中。 

１房ずつ収穫で
きるか確認中 

来年こそはおいしい
ミカンを作れるよう
に頑張ります  

ミカンの収穫は８月！ 
とにかく暑い！ 

ナ シ 

40a のナシ園で 10 種類以上
の品種を栽培しています。 
食べ比べて自分の「推し品
種」を見つけてね！ 

ハウスミカン 
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（栽培品種）  

ラビットアイ系、 

サザンハイブッシュ系 

各種 

（栽培品種）  

桝井ドーフィン、 

バナーネ 

（栽培品種）  

ちよひめ、日川白鳳、 

あかつき など 

秋せん定で徒長枝を
切ってます 

早生品種から晩生品種まで、 
今年は６月中旬から７月下旬ま
で販売できました♪ 

こまめな 
除草管理が大切 

完熟イチジクの販売が美味
しいと好評。 
今年は４人で夏休みの収穫
を乗り切りました！ 

イチジク 

１果ずつ硬さを
みて収穫します

モ モ 

プロジェクトで新品種を 
沢山植えました！ 
収穫できるようになるのを
お待ちください♪ 

ブルーベリー 

ジベレリン処理 

校外学習 

自家製かかし 

お品書きボードは 
毎回お手製♪ 

袋掛け作業 

直売は毎週大盛況♪ 
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オープンキャンパスの結果（まとめ） 

本年度は、6 月 7 日から 8 月 26 日の期間にオープンキャンパスを計５回開催し、生徒・

学生 184 名、保護者 157 名、計 344 名の方に参加いただきました。 

その概要を報告します。 

 

 
 

県内の農業高校、農業高校以外の高校、私立高校、県外高校、通信高校等、多岐にわたっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）参加した動機  

生徒・学生は「入学を考えている」が一番多く、次に「農業に関心がある」、「農大に関

心がある」順となっています。 

 
（２）農大の概要説明  

生徒・学生の 9割以上が「よく理解できた」、「理解できた」としています。 

 
 

79人

41人

24人

18人

22人
農業高校

農業高校以外の高校

私立高校

県外高校

通信制高校等

103名

64名

90名

12名 21名

4名
7名

2名 ａ 入学を考えている。

ｂ 農大に関心がある

ｃ 農業に関心がある

ｄ 学校の先生に勧められた

ｅ 親に勧められた

ｆ 友人に誘われた

ｇ その他

未回答

114名

57名

1名 1名

ａ 良く理解できた

ｂ 理解できた

ｃ わからなかった

無回答

１ 参加された生徒・学生の内訳 

複数回答あり 

２ アンケート結果 
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（３）キャンパスツアーの感想 

生徒・学生の 9割近くが「良かった」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 

（４）知ったきっかけ 

本校ホームページや学校の先生からオープンキャンパスを知ったと回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）全体を通しての意見・感想 

167名

4名
0名 2名

ａ 良かった

ｂ 普通

ｃ 良くなかった

無回答

43名

37名
84名

5名

0名

0名

4名

0名
ａ 学校の先生

ｂ 友人・知人・家族

ｃ 本校のホームページ

ｄ チラシ

ｅ 市町村の広報

ｆ 農協の広報

ｇ その他

無回答

・ ホームページやチラシなどでは知ることができない情報や知識、景色を知り理解す

ることができました。職員の方やこの学校の学生の方もとてもフレンドリーに接し

てくださり、わからないことを質問したら、とても丁寧に教えてくださりました。

オープンキャンパスに来て良かったと思えるとても有意義な時間でした。 

・ 去年も参加しましたが、今回は目的が明確だったので、深く学校のことを知れたの

で良かったです。 

・ 就職の質問をすると、親身になって話をしてくださりとても嬉しかったです。全寮

ということもあり心配していましたが、子供を預けるにあたり不安がなくなりまし

た。 

今回のアンケート結果を踏まえ、来年度に向けて更に一層の内容の充実を図ってい

きたいと思います。 
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夏期休業中に各種の農業機械研修を開催し、本校学生や農業者が受講しました。「大特免許研修」はトラクター

単体で、「けん引免許研修」はトラクターでけん引式作業機をけん引して公道走行できる運転免許を取得するた
めの研修です。本校の運転コースで十分に走行練習した後に、技能試験を受験し、75 人が見事に合格しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
「刈払機研修」「小型車両系建設機械研修」「フォーク 

リフト研修」は、労働安全衛生法に基づいた安全衛生教育 
等の修了証を取得する研修です。機械の構造や安全操作の 
方法について学科及び実技の講習を受け、延べ 71 名全員 
が修了証を受領しました。 

企画研修部では、10 月以降も農業機械に関して、資格を 
取得するための研修や、技能向上のための研修を開催して 
いきます。 

詳しくは本校 web ページをご覧ください。 
 

農 業 機 械 研 修 

小型車両系建設機械研修 

大特免許研修 けん引免許研修 

刈払機研修 

フォークリフト研修 
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〇専攻別学生数 

(注)カッコ内は女子の内数 

区分 鉢物・緑花木 切 花 作 物 果 樹 露地野菜 施設野菜 酪 農 養豚・養鶏 計 

1 年 7(  0) 9(  2) 6(  1) 15(  4) 15(  3) 13(  2) 17( 12) 8(  3) 90( 27) 

2 年 6(  0) 8(  2) 8(  2) 13(  3) 13(  4) 15(  2) 9(  4) 4(  4) 76( 21) 

計 13(  0) 17(  4) 14(  3) 28(  7) 28(  7) 28(  4) 26( 16) 12(  7) 166( 48) 

 
 
 
 
 
 

鉢物・緑花木専攻の主要品目である 
シクラメンは、秋から冬に向けて販売する品目です。現在 
は立派なシクラメンになるように、中央の葉を外側に整え 
る葉組みや液肥の施用を行っています。９月まで暑さが続 
きましたが、学生は立派なシクラメンになるように日々の 
作業を頑張っています。12 月の農大祭ではたくさんのシク 
ラメンを出す予定なのでぜひ見に来てください！ 
 

 
 
 
 
 

切花専攻では、12 月出荷のキ
クを定植しました。セルトレイ
から発根した苗を１年生が丁寧
に取り出し、本圃に植えました。
派遣実習の間は、２年生が栽培
管理を担当し、派遣実習明けに
は１年生にバトンタッチして、
２年生は卒業論文に取りかかり
ます。 

みんなの思いを乗せて立派に育ってほしいですね。 
 

専 攻 トピックス  最近の各専攻で話題になったことや実習風景などをお届けします！ 

農大祭に向けてシクラメンを

頑張って作っています！ 

年末出荷に向けてキクを定植しました。 

鉢物･緑花木 
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10 月に入り 30℃をきるような 

涼しい日が増えてきました。現 
在、露地野菜専攻ではイチゴの定植に向けて準備を進め
ています。イチゴは苗づくりに半年近くかけてまず苗を
作り、定植し２か月程度圃場で育ててから約半年にわた
り収穫することができます。収穫するためにはまず半年
の育苗期間を乗り越える必要がありこれがうまくいかな
ければスタートに立つこともできません。しかし今年もトラブルはあったものの何とか定植まで漕ぎつ
けることができました。10 月上旬までに定植を行う予定です。12 月頃からおいしいイチゴが直売に並
び始めると思いますので、ぜひ買いに来てください。 
 
 
 
 
 

8 月から 9 月にかけて養液土耕栽培のハウスで 
次作の定植に向けて耕耘、畝立て等の機械作業を行いました。1 年 
生は畝立て機等を初めて使用する人が多かったため、2 年生からコ 
ツを教わりながら実践しました。みんな一度やってみるとだんだん 
コツをつかんできたようで、これでほ場準備は無事完了です。 
 
 

 
 
 
 

今年も暑い中、収穫作業や乾燥調製を行い、自
分たちの手で育てたお米を精米して販売を開始しました。９月からコ
シヒカリ、ミルキークイーンの販売をしています。 

お客さんに販売しているお米の特徴などを聞かれて、戸惑っている
学生もいましたが、販売を通じて、お米の知識も深めていければと思
っていますので、温かい目で見守っていただければと思います。 

苗半作 

夏休みは次作の準備で大忙し！ 

新米販売開始！ 
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果樹専攻では、８月中旬から９月下旬にかけて、美合駅近

くのカフェ『dasora coffee』にシャインマスカットを提供しました。提供
したシャインマスカットは、今年もとってもおいしいパフェに生まれ変わ
りました♪お客様からも大好評を頂いているそうです♪ 
 シャインマスカットパフェは数量限定、提供曜日が決まっているため、予
約してからのご来店をお願いしています。カフェ自体も、おしゃれで雰囲気
の良いお店でとっても素敵な場所です。今年食べられなかった方はぜひ、来
年こそ、シャインマスカットパフェを食べに行かれてはどうですか♪ 
 

 
 
 

酪農専攻の２年生が県外学習で９月３〜４日の２日間、三重県の大内山酪農農業協
同組合と(株)尾崎畜産御浜ファームなどを見学しました。 

大内山酪農農協では、生乳の受け入れから出荷までの工程を
見学しました。学生は、牛乳の生産工程を見るのは初めてで、
牛乳が殺菌されパックに詰められて流れていく様子は壮観で、
いつまでも見ていました。 

御浜ファームは、農大の 100 倍の規模である 2,000 頭以上を
飼養するメガファームで、牛舎、飼料庫、堆肥舎すべてのスケ
ールの違いに圧倒されました。スケールの違いはありますが、
基本に忠実に日々の管理を行っていくことが大切であると教わ
り、皆日々の管理の大切さを実感し、貴重な経験となりました。 

 
 
 
 
 

 猛暑の中、豚の出荷をしました。今回出荷した豚は４月中旬
生まれの豚です。豚が快適に過ごせる温度帯は 20 度ほどです
が、今年は６月中旬から最高気温が 30 度を超える日が続き今
回出荷した豚にとってはたいへん過酷な状況でした。そのため、
出荷を通常よりも１週間遅らせましたが、そんな配慮が必要な
いほど猛暑の中すくすくと育ち、予定よりもかなり体重がオーバーしての出荷となりました。これも学
生たちが厳しい環境ながらもきめ細やかな管理に努めた結果だと思います。 

牛乳の生産から出荷までを見学 

猛暑の中 
豚を出荷しました 
負けないように頑

シャインマスカットパフェが人気！ 
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始業式を開催しました 

９月１日(月)、長い夏期休業を終えた学生たちが元気な姿で 
大講義室に集合し、始業式を迎えることができました。 

島岡校長から、今後に向けて、１年生は農家派遣実習の意義 
に触れ、多くの学習と成果を期待しているので頑張ってほしい。
２年生は農大祭を始めとした大きな行事が多いのでリーダー 
となって活躍してほしい。と話がありました。また、これから 
の社会では学生個人の積極性、コミュニケーション能力が求め 
られている。各専攻では基本的な資質を身につけるため、朝の 
挨拶の実施について指導がありました。 

生活指導担当者からは、ルールを守ることでマナーを身につけ、学校生活の充実につながること
について話がありました。 

これからいよいよ２学期が始まります。２学期は収穫感謝祭や農大祭、１年生の意見発表会、２
年生の卒論発表会など多くの行事が予定されています。充実した学生生活を目指していきましょう。 

ト ピ ッ ク ス 

防災訓練を実施しました 

農家派遣実習が始まりました 

防災の日である９月１日（月）、始業式終了後に学生と職員を
対象に消防防災訓練を実施しました。 

大規模地震が発生し、地震発生と同時に、各自がその場で「姿
勢を低く」「頭を守り」「じっとする」３つの動きを身に付ける
「あいちシェイクアウト訓練」に取り組みました。 

学生は緊張感を持って訓練に臨むことができていました。 

本校では、先進農家において優れた知識や技術を学ぶ 
ことを目的に、１年生を対象とした農家派遣実習を実施 
しています。 

今年度は、90 名の学生が９月９日（火）から 10 月 17 
日（金）までの 39 日間、受入農家のご協力の下、実習 
に取り組んでいます。 

開始式は、９月９日（火）に各農業改良普及課で開催 
されましたが、ほとんどの学生が普段は見せない緊張した面持ちで臨んでいました。 

実習期間中は、楽しいことや大変なこと、時には辛いこともあるかもしれませんが、受入農家の
皆様の温かいご指導の下、学生たちが一生の糧となる貴重な体験を積み、農業の魅力を実感しなが
ら、将来その一翼を担う人材へと成長してくれることを期待しています。 
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「有機農業講座」を開講しました 

「あいち農業経営塾」を開講しました 

8 月 27 日（水）「あいち農業経営塾」の開講式を 
開催しました。 

本年度の受講生は、20 歳代から 50 歳代の 13 名 
で、男性 10 名、女性３名です。 

講座内容は、経営・財務・労務・マーケティング 
など多岐にわたり、2 月までの半年間で、全 12 回開 
催します。 

開講式の後は、第 1 回講座があり、この塾で経営 
計画の作成を指導する一般社団法人東海経営支援セ 
ンターの深谷定弘氏より「これからの農業経営」と 
題して講義がありました。受講生は熱心に聴講しており、今後の成果への期待が高まります。 

今年度から新たに始まる有機農業講座の第 1 回を９ 
月 12 日（金）に開催しました。 

第 1 回の講座は講座受講生のほか、有機農業に関心 
がある農業者や行政関係者等を対象にした有機農業セ 
ミナーとして開催し、約 110 名の参加者がありました。 

有機農業講座の受講生は 20 名で、今後、２月 19 日 
（木）まで全７回の開催を計画しています。 

講座では、有機農業に取り組む上で必要な栽培技術、 
販売、経営に関する知識を学びます。 

この日は４名の講師から、農水省が計画している有機農業の推進方針や、有機農業の経営、有機
農業を含めた新規就農者のサポート体制等の講義があり、参加者は熱心に耳を傾けていました。 

 

 

 

            一般推薦入学試験             一般入学一次試験 

出願期間    9 月 30 日(火)〜10 月 15 日(水)    11 月 11 日(火)〜11 月 26 日(水) 
試 験 日   10 月 31 日(金）           12 月９日(火） 
合格発表   11 月 12 日(水）          12 月 18 日(木） 
試験科目   小論文（800 字以内）面接試験    数学Ⅰ、小論文（800 字以内）、面接試験 
募集人員    定員 100 名のうち２/３程度     定員 100 名の内、推薦入学合格者を除く数 
 
※ 詳細は、本校ホームページを御覧ください。 

 

令和８年度入学者選抜試験 
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農大では、授業後の余暇時間を活用して、学生主体でクラブ
活動が行われています。クラブは、全部で 12 クラブ。 
今月は「バスケットボール部」と「バドミントン部」を紹介します。 

部 員 数 10 名 
（男子 10 名） 

活動日時 月曜日 17：00〜     
活動場所 体育館 
 

 バスケットボール部  

こんにちは！バスケ部です。 
部活ではドリブル練習などはせず、バス

ケを単純に楽しんでもらうために、人数が
集まり次第ゲームをしています。 

今年の東海近畿スポーツ大会では、惜し
くも準優勝といった結果になりました。来
年こそは優勝を目指して、日々練習に勤し
んでいます。 

部 員 数  20 名 
（男子 14 名、女子６名） 

活動日時 火曜日 18：00〜 
活動場所 体育館 

バドミントン部 

こんにちは、バドミントン部です。 
毎週火曜日に体育館で活動しています。 

基礎打ちをしたりゲーム練習をしていま 
す。毎年行われる東海近畿スポーツ大会 
に向け得てみんなで楽しく活動しています。 

今年の東近大会では、団体戦、個人戦でたくさんの人が良い成績を取るこ
とができました。未経験の人でも楽しく活動ができ、一年たてば意外と良い
成績が残せますよ。 
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61 （８月 27 日） フォークリフト研修 

通番  （投稿日）   内 容 

Follow Me !! 

農大公式アカウント：Instagram・Ｘ(Twitter) 

  アカウント名 「aichinoudai」 

SNS 投稿 dialy 

62 （８月 27 日） 山上げシンビジウムの管理 

63 （８月 28 日） 新米の収穫シーズン到来！ 

64 （９月 １日） 新学期始まる（始業式） 

65 （９月 ４日） 輪ギクの芽かき 

66 （９月 11 日） ハウス内の土壌消毒 

67 （９月 12 日） トマトが開花しました 

68 （９月 23 日） トラクターでの耕うん実習 

61

62 

63

64 65

66 

67 
68 

69 （９月 24 日） 小型車両系建設機械研修

の受講者を募集中！ 

70 （９月 25 日） 平点前と丸盆 

69 70 


